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＊注「５Ｒ」・・・リデュース【発生抑制】、リユース【再使用】、リサイクル【再生利用】、リフューズ【不要不買】、リペア【修理】

市内のごみ排出量削減が進まないことから、さらなる意識の啓発と5R（＊
注）を推進し、資源循環型社会を構築する必要があります。

栗原らしい景観を未来につなぐ取り組みの推進

目標値
（令和８年度）

市民アンケートによる生活環境の満足度 45.3%

成果指標 現状値
（計画策定時）

一人あたりのごみ排出量 788ｇ/日 748ｇ/日

55.0%

①自然と共生した生活環境の創造と資源循環型地域社会を目指します。

　快適で魅力ある生活環境の創造に向け、豊かな自然環境を後世に引き継ぎ、
美しい景観を保全・維持しながら、地球にやさしい自然エネルギーの活用や、
環境への負荷を低減する資源循環型社会の構築を目指します。

栗駒山麓ジオパークを形成する栗駒山や伊豆沼などの豊かな自然、地域特有
の歴史文化などのすばらしい景観を保全・維持し、魅力ある生活環境として
実感できる施策を推進する必要があります。

市内には公園が数多くあり、施設の老朽化が進んでいます。お年寄りから子
どもまで、心からやすらぎを実感できる空間として公園を適切に維持管理す
るとともに、計画的に整備を進めていく必要があります。

脱炭素社会実現に向け、環境と調和した再生可能エネルギーの導入推進とと
もに、環境にやさしい省エネルギー機器の普及を推進し、温室効果ガス排出
量の削減を図っていく必要があります。

市民・事業者・行政の協働による５Ｒの推進、環境教育を通じた市民の環境意識の啓発を図
るとともに、ごみの分別収集の周知徹底、新たな分別品目の検討等により、さらなるごみの
減量化、資源化率の向上を図ります。

栗駒山麓ジオパークならではの自然・歴史・文化的景観の保全と、市街地の活気が感じられ
る景観形成に向け、市民の景観意識を育み、市民協働による取り組みを推進します。

市民の憩いの場である公園の計画的な整備

公園の適切な維持管理を行いながら、長期的な公園整備計画を作成し、市民が安全で心から
やすらぎを感じられる公園を整備します。

再生可能エネルギーの活用推進

脱炭素社会を実現するため、省エネルギー機器導入を促進し、環境負荷の少ない環境と調和
した再生可能エネルギーの活用を推進します。

ごみの減量化、資源化率の向上

施策 Ⅰ-１- ①

現状と課題
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＊注「５Ｒ」・・・リデュース【発生抑制】、リユース【再使用】、リサイクル【再生利用】、リフューズ【不要不買】、リペア【修理】

市内のごみ排出量削減が進まないことから、さらなる意識の啓発と5R（＊
注）を推進し、資源循環型社会を構築する必要があります。

栗原らしい景観を未来につなぐ取り組みの推進

目標値
（令和８年度）

市民アンケートによる生活環境の満足度 45.3%

成果指標 現状値
（計画策定時）

一人あたりのごみ排出量 788ｇ/日 748ｇ/日

55.0%

①自然と共生した生活環境の創造と資源循環型地域社会を目指します。

　快適で魅力ある生活環境の創造に向け、豊かな自然環境を後世に引き継ぎ、
美しい景観を保全・維持しながら、地球にやさしい自然エネルギーの活用や、
環境への負荷を低減する資源循環型社会の構築を目指します。

栗駒山麓ジオパークを形成する栗駒山や伊豆沼などの豊かな自然、地域特有
の歴史文化などのすばらしい景観を保全・維持し、魅力ある生活環境として
実感できる施策を推進する必要があります。

市内には公園が数多くあり、施設の老朽化が進んでいます。お年寄りから子
どもまで、心からやすらぎを実感できる空間として公園を適切に維持管理す
るとともに、計画的に整備を進めていく必要があります。

脱炭素社会実現に向け、環境と調和した再生可能エネルギーの導入推進とと
もに、環境にやさしい省エネルギー機器の普及を推進し、温室効果ガス排出
量の削減を図っていく必要があります。

市民・事業者・行政の協働による５Ｒの推進、環境教育を通じた市民の環境意識の啓発を図
るとともに、ごみの分別収集の周知徹底、新たな分別品目の検討等により、さらなるごみの
減量化、資源化率の向上を図ります。

栗駒山麓ジオパークならではの自然・歴史・文化的景観の保全と、市街地の活気が感じられ
る景観形成に向け、市民の景観意識を育み、市民協働による取り組みを推進します。

市民の憩いの場である公園の計画的な整備

公園の適切な維持管理を行いながら、長期的な公園整備計画を作成し、市民が安全で心から
やすらぎを感じられる公園を整備します。

再生可能エネルギーの活用推進

脱炭素社会を実現するため、省エネルギー機器導入を促進し、環境負荷の少ない環境と調和
した再生可能エネルギーの活用を推進します。

ごみの減量化、資源化率の向上

施策 Ⅰ-１- ①

現状と課題

具体的な取り組み
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28

②市民が自主的に生涯学習を楽しめる環境づくりを推進します。

　学習機会の充実に努め、市民一人ひとりが生涯にわたり学び続けることを通
して、人間性を育み、新しい知識や能力を習得していけるよう支援します。

市民一人ひとりが、生きがいを感じて人生を楽しむために、いつでもどこで
も学べる機会の提供と充実が求められています。

高度化、専門化した市民の学習ニーズに対応した学習内容を工夫し、提供す
ることが求められています。

老朽化した社会教育施設を改修し、学習環境の整備を図る必要があります。

生涯学習活動を充実するための支援

3,600人/年

市民の学習ニーズに対応した事業を実施するとともに、各教育センターでの学習相談体制の
充実を図り、学習情報の提供や計画の立案、学習プログラムの作成等について指導支援を行
います。

学習成果の活用促進

次代の担い手となる青少年の育成と関係団体との連携を図り、身に付けた知識・技術の活用
を支援します。

社会教育施設の整備

市民の生涯学習活動を促進し、地域に根ざしたコミュニティ活動を推進するため、老朽化し
た社会教育施設を計画的に改修し、地域に開かれた学習環境の整備を図ります。

市民１人当たりの社会教育施設利用回数 5.1回／年 7.0／年

成果指標 現状値
（計画策定時）

目標値
（令和8年度）

生涯学習講座への参加者数 2,929人/年
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